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c
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﻿
　上方限ほどではないが、下
しも
方
ほう
限
ぎり
にも多くの神社・
仏閣が存在していたことがわかる。鹿児島城の南隣
には南泉院があり（現在は照
てる
國
くに
神
じん
社
じゃ
が鎮座する）、
それより東に下ったところには地
じ
蔵
ぞう
堂
どう
が見える。そ
して大
だい
門
もん
口
ぐち
と呼ばれた海岸よりの所には南
なん
林
りん
寺
じ
・住
すみ
吉
よし
神
じん
社
じゃ
・弁
べん
天
てん
社
しゃ
が望める。南林寺は曹
そう
洞
とう
宗
しゅう
寺で、
福
ふく
昌
しょう
寺
じ
末。大門前の通りは市や興行が立つほどに
ぎわった。
　鹿児島城の南東に聖
せい
堂
どう
が見え、その東には下
しも
町
まち
が
ひろがる。火
ひ
の見
み
櫓
やぐら
のある辺りが大
だい
黒
こく
町
まち
で、櫓に
隣接してあるのが下
しも
町
まち
会
かい
所
しょ
かと思われる。下町は城
下三町の中心で、多くの人々の行き交う姿が見える。
この後、天保期（1830‐44 年）に甲
こう
突
つき
川
がわ
を今の清
きよ
滝
たき
川
がわ
から川筋を変え、城の正面から南の海岸口（大門
口）まで埋め立てたことで下町はさらに発展をみせ
るといわれるが、図はそれ以前の様子を伝えるもの
である。清滝川河口の洲
す
崎
ざき
では塩田が営まれている。
川をやや遡ったところに橋が架かっているのが見え
るが、丸
がん
瓦
が
羅
ら
橋
ばし
か。それよりさらに川上に見える八
幡宮（g）は荒
あら
田
た
八
はち
幡
まん
宮
ぐう
であろう。 （上原兼善）
1 	 鳥居
2 	 橋
3 	 清滝川河口
4 	 小舟
5 	 塩屋村？〈地名〉
6 	 松
7 	 帆船
8 	 波止
9 	 帆船（弁才船）
10	 火の見櫓
11	 下町会所？
12	 下町〈地名〉
13	 城山
14	 杉
15	 鹿児島城（鶴丸城）
16	 草葺き
17	 蔵
	 天秤で荷を担ぐ
19	 瓦葺き
20	 板葺き？
21	 貨物
22	 荷を運ぶ馬
23	 店
24	 暖簾
25	 小舟
26	 棒
27	 小物
28	 洲崎塩田
29	 塩焼き小屋
30	 朳
えぶり
31	 浦人
	 砂を搔く
a 	 南泉院
b 	 聖堂
c 	 地蔵堂
d 	 南林寺
e 	 住吉神社
f 	 辨天社
g 	 八幡宮
h 	 洲崎
18
32
a
b
8
9
11 12
13
14
15
26 Ⅱ　鹿児島城下
7　西田方限（川外）
1 	 鴨の群れ
2 	 松林
3 	 摩
ま
利
り
支
し
天
てん
ノ岡
4 	 郡元村〈地名〉
5 	 橋
6 	 道
7 	 田
8 	 鶴
9 	 新川
10	 塩田
11	 中村〈地名〉
12	 瓦葺き
13	 田上村？〈地名〉
14	 荒田村〈地名〉
15	 武岡
16	 武村〈地名〉
17	 小舟
18	 塩焼き小屋
19	 草葺き
20	 柵
21	 店？
22	 谷山筋
	 馬を曳く
24	 旗
25	 浦人
	 潮を汲む
27	 水路
	 砂を搔く
29	 道
a 	 其三　同前
b 	 壽國寺
23
26
28
（第 3景）鹿児島其三
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﻿
　甲
こう
突
つき
川
がわ
の外側の図である。この図では見えないが、
甲突川の対岸には武家屋敷の西田および参勤街道筋
（出
い ず み
水筋
すじ
）に沿って西
にし
田
だ
町
まち
がある。武家屋敷の西
にし
田
だ
方
ほう
限
ぎり
は川
かわ
外
そと
と呼ばれた。甲突川は近世の始めまでは
現在の清
きよ
滝
たき
川
がわ
が下流であったが、天保年間（1830‐44
年）に大改修が行われ、ほぼ現在の流路に変じた。
また図では田
た
上
がみ
村
むら
を流れる田上川も明示されていな
いため、川外の村・町・道路・橋梁を特定するのは
容易でない。図右上に武
たけ
岡
おか
の台地、それに寿
じゅ
国
こく
寺
じ
が
見えていることからすると、その下に描かれている
集落は武
たけ
村
むら
であろう。寿国寺は黄
おう
檗
ばく
宗
しゅう
寺で、唐
から
様
よう
の構えで知られていた。武村の位置からすれば、そ
の南の集落が田
た
上
がみ
村
むら
である。田上村は御
お
鷹
たか
場
ば
（藩主
が鷹狩りをする場所）であったことからして［藩法
研究会編 1969：618 号］、図中の鶴・鴨などが描か
れているあたりかと思われる。同村の東の集落が荒
あら
田
た
村
むら
、さらにその南隣が中
なか
村
むら
である。中村の海寄り
の松林のなかには御茶屋（藩主の休息所）があった。
海岸には塩田も見える。
　中村の南は郡
こおり
元
もと
村
むら
である。同村の中でも川にか
かる橋を越したあたりは店屋らしきものがあり、ま
た馬引きの姿も見えて交通の要所であったことをう
かがわせる。川は 1806（文化 3）年の田上川の改
修によって開鑿された新川かと思われるが、橋の名
は確定できない。下荒田から延びてくる谷
たに
山
やま
筋
すじ
（街
道）は郡元村を横断し、この橋を渡り、宇
う
宿
すき
村
むら
へと
向かう。 （上原兼善）
部分 2
a
b
1
6 10
10
11
12
13
14
15
16
17
18
18
18
20
2525
27
10
25
29
26
28
2
